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Breeding of a New Red Grain Glutinous Rice Cultivar“Yuyakemochi”：Masayuki YAMAGUCHI＊1），
Tomomori KATAOKA＊1），Takashi ENDO＊1），Koji NAKAGOMI＊1），Tadashi TAKITA＊2），Narifumi YOKOGAMI＊3）
and Hiroshi KATO＊2）
Abstract：“Yuyakemochi”is a new rice cultivar developed at the National Agricultural Research Center
for Tohoku Region, NARO, and was registered as“Norin-mochi 417”by the Ministry of Agriculture,
Forestry and Fisheries（MAFF）of Japan in 2006. This cultivar was selected from the progenies of
the combination of Tatsukomochi / Ukei 586（Benigoromo）. The latter parent is a cultivar with a
nonglutinous red grain. 
“Yuyakemochi”is an early to middle maturing cultivar in the Tohoku region. When compared to
“Tatsukomochi”, its culm is shorter and its lodging tolerance is greater. As its apiculus color is pur-
ple, “Yuyakemochi”is easily distinguishable from other cultivars. Its cool-weather tolerance during
the reproductive stage is high, and its seed dormancy is moderate. Its field resistance to leaf and
panicle blasts is slightly weak. Its grain yields are almost the same as those of“Tatsukomochi”while
its grains have higher dietary fiber, sodium, niacin, anthocyanidin, tannin, and catechin content than
does “Tatsukomochi”. In regard to the eating quality of its rice cake, its color and taste become
desirable when the grains are polished. 
“Yuyakemochi”can be used for“colored rice”without the need for adzuki beans, rice cake, col-
ored rice wine, or other additives. It is adapted to the middle to south areas of the Tohoku region.
Key Words：Rice, Red grain, Glutinous rice, Middle to south areas in the Tohoku region, Distinction
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Japan）
＊２）現・作物研究所（National Institute of Crop Science, Kannondai, Tsukuba, Ibaraki 305-8518, Japan）






































































































































































































































































































（月．日）� （月．日）� （cm）� （cm）� （0-5）� （0-5）�（本/m2）�
 夕やけもち 8.  2 9.10 65 20.3 318 0.1 0.1�
 紅　衣 7.29 9.  6 68 19.8 311 0.1 0.5�
 たつこもち 7.30 9.  8 69 19.0 324 1.0 0.4�












































トヨニシキ　　　　　　3.7　　　　－　　　　　 －　　  （やや強）�
キヨニシキ　　　　　　4.1　　　　－　　　　　 －　　  （やや強）�
ササニシキ　　　　　　4.7　　　　－　　　　　 －　　  （やや弱）�
紅　衣　　　　　　　　4.2　　　　－　　　　　 －         　 中�















































夕やけもち　  Ｓ      　   Ｓ       　　Ｓ       　 Ｓ�
新２号　　　  Ｓ        　 Ｓ       　　Ｓ       　 Ｓ�
愛知旭　　　  Ｓ       　  Ｓ       　　Ｒ       　 Ｓ�
石狩白毛　　  Ｓ         　Ｒ       　　Ｓ       　 Ｓ�
関東51号　　  Ｒ       　  Ｓ       　　Ｓ       　 Ｓ�
ツユアケ　　  Ｒ       　  Ｓ       　　Ｓ       　 Ｓ�
フクニシキ     Ｒ       　  Ｒ       　　Ｒ       　 Ｒ�
ヤシロモチ     Ｒ      　   Ｒ       　　Ｒ       　 Ｒ�
ＰｉNo.4　　  Ｒ        　 Ｒ       　　Ｒ       　 Ｒ�
とりで１号　  Ｒ       　  Ｒ       　　Ｒ       　 Ｒ�
ＢＬ１　　　  Ｒ       　  Ｒ       　　Ｒ       　 Ｒ�










































































































































　品種名　1.8㎜以下　1.9　　 2.0　  2.1　2.2㎜以上  合計�
夕やけもち　　1.2　　3.3     21.6　 51.1　　22.8　　100.0�


















 夕やけもち　　　　　14.9　　　 搗精歩合（%）　　 － 88.3 86.7 86.0* 85.2�
　　　　　　　　　　　　　　　 白度 － 35.8 40.8 43.1* 43.7�
　　　　　　　　　　　　　　　 胚芽残存歩合（%） － 4.7 4.7 0.0* 0.3�
　　　　　　　　　　　　　　　 砕米歩合（%） － 11.7 13.6 17.8* 18.9
　紅　　衣　　　　　　15.1　 搗精歩合（%） － 86.5* 84.9 84.1 －�
　　　　　　　　　　　　　　　　 白度 － 28.7* 31.6 34.2 －�
　　　　　　　　　　　　　　　 胚芽残存歩合（%） － 0.0* 0.0 0.0 －�
　　　　　　　　　　　　　　　 砕米歩合（%） － 18.1* 19.7 23.9 －�
　たつこもち　　　　　14.4　　　 搗精歩合（%） 91.6 90.0 89.4* － －�
　　　　　　　　　　　　　　　　白度 51.0 53.2 56.0* － －�
　　　　　　　　　　　　　　　 胚芽残存歩合（%） 24.7 19.3 16.3* － －�





















 水分（g） 15.0（107） 14.4（103） 14.3（102） 14.4（103） 14.1（101） 14.0�
 タンパク質（g） 　6.4（ 97） 　6.7（102） 　7.0（106） 　6.4（ 97） 　6.5（ 98） 　6.6�
 脂質（g） 　2.9（ 88） 　3.4（103） 　3.2（ 97） 　3.5（106） 　3.3（100） 　3.3�
 灰分（g） 　1.3（100） 　1.3（100） 　1.3（100） 　1.3（100） 　1.3（100） 　1.3�
 糖質（g） 70.7（ 99） 70.4（ 98） 70.9（ 99） 70.5（ 98） 71.9（100） 71.6�
 食物繊維（g） 　3.7（116） 　3.8（119） 　3.3（103） 　3.9（122） 　2.9（ 91） 　3.2�
 ナトリウム（mg） 　3.8（380） 　1.4（140） 　1.6（160） 　1.2（120） 　1.0（100） 　1.0�
 鉄（mg） 　0.89（ 76） 　0.92（ 79） 　0.94（ 80） 　1.14（ 97） 　0.96（ 82） 　1.17�
 カルシウム（mg） 10.9（117） 　8.6（ 92） 　7.2（ 77） 　11.9（128） 　8.1（ 87） 　9.3�
 マグネシウム（mg）        104  （ 85）    114  （ 93）    113  （ 92）      118  （ 96）     119  （ 97） 123�
 亜鉛（mg） 　1.53（ 69） 　1.81（ 82） 　2.06（ 93） 　1.71（ 77） 　2.35（106） 　2.22�
 ビタミンB1（mg） 　0.37（ 80） 　0.43（ 93） 　0.45（ 98） 　0.39（ 85） 　0.48（104） 　0.46�
 ビタミンB2（mg） 　0.05（125） 　0.04（100） 　0.04（100） 　0.08（200） 　0.04（100） 　0.04�
 ビタミンE（mg） 　1.7（100） 　2.2（129） 　2.3（135） 　2.0（118） 　1.9（112） 　1.7�
 ナイアシン（mg） 　5.40（108） 　6.37（128） 　6.12（123） 　5.95（119） 　5.59（112） 　4.99�
 アントシアニジン（g） 　0.05 　0.06 　0.06 　0.20  検出せず  検出せず�
 タンニン（g） 　0.18（300） 　0.19（317） 　0.34（567） 　0.29（483） 　0.05（ 83） 　0.06�







　2003　　夕やけもち（95％搗精） 95.1 やや濃 1.43 － 0.43 2004.3.24�
　　　　　あきたこまち（基準） 87.4 － 0 － 0 ７名�
　　　　　（加水量：重量比1.35倍）�
　2003　　夕やけもち（95％搗精） 95.0 中 －0.43 －0.43 －0.43 2004.3.23�
　　　　　朝紫（95％搗精） 94.7 中 －1.14 －0.43 －0.71 ７名�
　　　　　ヒメノモチ（基準） 90.7 － 0 0 0�
　　（加水量：重量比1.10倍、おこわ）�
表18　「夕やけもち」の餅の硬化性（育成地）�
　品種名　　　　　　　  ａ（mm）　 ｂ（mm）　 ｂ/ａ�
 夕やけもち（96％搗精） 104.5 55.0 0.53�
 夕やけもち（85％搗精） 87.5 52.5 0.60�













　2002　　夕やけ（95％搗精）30％＋こまち70％ やや濃 0.00 － －0.25 2003.2.17�
　　　　　夕やけ（95％搗精）10％＋こまち90％ やや淡 －0.12 － －0.37 ８名�
　　　　　紅衣（95％搗精）30％＋こまち70％ 中 －0.87 － －1.25�
　　　　　紅衣（95％搗精）10％＋こまち90％ 淡 －0.25 － －0.37�
　　　　　キヨニシキ　　　　　　　　　　　　 － －0.87 － －0.87�
　　　　　あきたこまち（基準）　　　　　 － 0 － 0�
　2003　　夕やけ（95％搗精）50％＋ふくひ50％　　　やや濃　　　0.43 － 0.14　　　 2004.3.24�
　　　　　夕やけ（95％搗精）30％＋ふくひ70％　　やや淡～中　－0.14 － －0.14 ７名�
　　　　　あきたこまち（基準）　　　　　　　　　　　－　　　　0 － 0�
　2004　　夕やけ（98％搗精）20％＋こまち80％ やや淡～中 －0.56 －0.67 －0.44 2005.2.28�
　　　　　夕やけ（96％搗精）30％＋こまち70％　　　　中 0.11 －0.11 0.22 ９名�
　　　　　紅衣（97％搗精）30％＋こまち70％　　　　　中 －0.89* －0.44 －0.89*�
　　　　　あきたこまち　　　　　　　　　　　　　　　－ 0.22 0.56 0.67�
　　　　　紅衣（97％搗精）30％＋シルキ70％（基準）　中 0 0 0�
　2005　　夕やけ（玄米）70％＋こまち30％　　　　　　濃 －2.23** －2.38** －2.31** 2006.1.5�
　　　　　夕やけ（玄米）50％＋こまち50％　　　　　やや濃 －1.46** －1.92** －1.54** 13名�
　　　　　夕やけ（玄米）20％＋こまち80％　　　　　やや淡 －1.00** －0.92* －1.15**�
　　　　　夕やけ（98％搗精）50％＋こまち50％　　　やや濃 －0.08 －0.62 －0.38�
　　　　　夕やけ（98％搗精）30％＋こまち70％　　　　中 －0.23 －0.15 －0.08�







2004 夕やけもち（玄米） 100.0 濃 －0.75 －0.88 －1.25 2005.3.1�
  夕やけもち（98％搗精） 98.1 やや濃 －0.38 0.00 －0.50 ８名�
 夕やけもち（97％搗精） 96.7 中～やや濃 －0.25 0.25 0.25�
 ヒメノモチ（基準） 87.4 － 0 0 0�
2005 夕やけもち（96％搗精） 95.9 やや濃 －0.46 －0.77 －0.77* 2005.12.27�
  夕やけもち（85％搗精） 85.3 やや淡～中 0.08 0.15 0.08 13名�
























 色 33 1 0 2005.11.2�
 甘さ 13 16 5 34名�
 味 16 14 4
注．醸造酒の色、甘さ、味について、良い（甘い、おいしい）�
　～普通～悪い（からい、まずい）の３段階で評価。�





































 山　形 中山間 △103  － ヒメノモチ�
 山　梨 総農セ △ 81  △普通79、早期75、晩植82 ひとめぼれ�
 山　梨 岳　麓 －  △104 ひとめぼれ�
 佐　賀 三　瀬 △ 92  △107 ヒデコモチ�
 鹿児島 熊　毛 －  ×102 コシヒカリ�
  県名　　　　　　  場所名　　　　    有望度及び収量比（%）　　　　  有望度及び収量比（%）　　　   対照品種名�
�　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004　　　　　　　　　　　　　2005
 （室長）�
 山口誠之    ⑩     ③ 54 現在員�
 滝田　正 ④   ⑨      42 作物研�
 （室員）�
 片岡知守 ④        ③ 96 現在員�
 遠藤貴司      ⑩   ③ 30 現在員�
 中込弘二     ⑧    ③ 44 現在員�
 横上晴郁 ④     ⑨    66 北農研�
 加藤　浩   ② ⑨      20 作物研�









































１）加藤武光, 畠山俊彦, 眞崎　聡, 斎藤正一, 福田謙
四郎, 小野　允, 島田孝之助, 田口光雄, 山本寅雄．
1995．水稲新品種『きぬのはだ』『たつこもち』
の育成．秋田農試研報　36：23-48．





４）松江勇次, 浜地勇次, 尾形武文, 西山　壽, 原田晧
二, 住吉 強, 今林惣一郎, 吉野 稔．1998．水稲
新品種‘つくし赤もち’の育成．福岡農総試研報
17：9-14．
５）溝淵律子, 岡本正弘, 梶　亮太, 田村克徳, 富松高



















� 1 葉：アントシアニン着色 １ 無 １ 無 １ 無�
� 2 葉：アントシアニン色の分布 －  －  －�
� 3 葉：葉耳のアントシアニン色 １ 無 １ 無 １ 無�
� 4 止葉：葉身の姿勢（初期観察） ３ 半立 ３ 半立 ３ 半立�
� 5 止葉：葉身の姿勢（後期観察） ３ 半立 ３ 半立 ３ 半立�
� 6 出穂期（50％出穂） ３ 早生 ２ 極早生～早生 ２ 極早生～早生�
� 7 外穎：頂部のアントシアニン着色 ７ 強 １ 無又は極短 ５ 中�
�  （初期観察）�
� 8 稈：長さ（穂を除く、浮稲を除く） ３ 短 ３ 短 ３ 短�
� 9 稈：節のアントシアニン着色 １ 無 １ 無 １ 無�
� 10 穂：主軸の長さ ６ 中～長 ６ 中～長 ５ 中�
� 11 穂：穂数 ４ 少～中 ４ 少～中 ５ 中�
� 12 穂：芒の分布 ５ 全体 ３ 上半分のみ ５ 全体�
� 13 小穂：外穎の毛茸の多少 ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 14 小穂：外穎先端の色（ふ先色） ５ 紫 １ 白 ３ 褐�
� 15 穂：主軸の湾曲程度 ５ 垂れる ５ 垂れる ５ 垂れる�
� 16 穂：穂型 ２ 紡錘型 ２ 紡錘型 ２ 紡錘型�
� 17 成熟期 ３ 早生 ２ 極早生～早生 ２ 極早生～早生�
� 18  穎色 １ 黄白 １ 黄白 １ 黄白�
� 19 穎色：模様 １ 無 １ 無 １ 無�
� 20 外穎：頂部のアントシアニン着色 ７ 濃 １ 無又は極短 ５ 中�
� 21 護穎：長さ ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 22 護穎：色 ４ 紫 １ 黄白 １ 黄白�
� 23 籾：1000粒重（成熟） ５ 中 ６ 中～大 ５ 中�
� 24 籾：籾のフェノール反応 １ 無 １ 無 １ 無�
� 26 玄米：長さ ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 27 玄米：幅 ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 28 玄米：形（側面から見て） ２ 半円 ２ 半円 ２ 半円�
� 29 玄米：色 ６ 赤 ３ 褐斑 １ 白�
� 30 玄米：香り １ 無又は極弱 １ 無又は極弱 １ 無又は極弱�
�
　　【特性グループ２】�
� 31 鞘葉：アントシアニンの着色 １ 無色又は極少 １ 無色又は極少 １ 無色又は極少�
� 32 根出葉：鞘葉の色 １ 緑 １ 緑 １ 緑�
� 33 葉：緑色の程度 ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 34 葉鞘：アントシアニン着色 １ 無 １ 無 １ 無�
� 35 葉鞘：アントシアニン着色の程度 －  －  －�
� 36 葉身：表面の毛茸 ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 37 葉：襟のアントシアニン着色 １ 無 １ 無 １ 無�
� 38 葉：葉舌の形 ２ 鋭形 ２ 鋭形 ２ 鋭形�
� 39 葉：葉舌の色 １ 無色 １ 無色 １ 無色�
� 40 葉：葉身の長さ ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 41 葉：葉身の幅 ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 42 稈：形状 ３ 半立 ３ 半立 ３ 半立�
� 44 雄性不稔 １ 無 １ 無 １ 無�
� 45 外穎：キール（竜骨）のアントシ １ 無又は極淡 １ 無又は極淡 １ 無又は極淡�
�  　　　アニン着色�
� 46 外穎：頂部下のアントシアニン着色 １ 無又は極淡 １ 無又は極淡 １ 無又は極淡�
� 47 小穂：柱頭の色 １ 白 １ 白 １ 白�
� 48 稈：太さ ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 49 稈：節のアントシアニン着色の程度 －  －  －�
� 50 稈：節間のアントシアニン着色の程度 １ 無 １ 無 １ 無�
� 51 穂：芒 ９ 有 ９ 有 ９ 有�
� 52 穂：芒の色（初期観察） ８ 紫 １ 黄白 ３ 褐�
� 53 穂：最長芒の長さ ３ 短 ３ 短 ５ 中�
� 54 穂：芒の色（後期観察） ８ 紫 １ 黄白 ３ 褐�
� 55 穂：２次枝梗の有無 ９ 有 ９ 有 ９ 有�
� 56 穂：２次枝梗の型 ２ ２型 ２ ２型 ２ ２型�
� 57 穂：抽出度 ７ 概ね抽出 ７ 概ね抽出 ７ 概ね抽出�
� 58 葉：老化（枯れ上がり） ７ 晩 ７ 晩 ７ 晩�
� 59 外穎：キール（竜骨）のアントシ ３ 淡 １ 無又は極淡 １ 無又は極淡�
�  　　　アニン着色�
� 60 外穎：頂部下のアントシアニン着色 ５ 中 １ 無又は極淡 １ 無又は極淡�
� 61 籾：長さ ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 62 籾：幅 ５ 中 ５ 中 ５ 中�
� 63 胚乳：型 １ 糯 ３ 粳 １ 糯�
� 64 胚乳：アミロース含量 １ １型 ４ ４型 １ １型�
� 65 精米：アルカリ崩壊 ３ 低崩壊 ３ 低崩壊 ３ 低崩壊�
� 68 障害型耐冷性 ７ 強 ５ 中 ５ 中�
� 70 穂発芽性 ５ 中 ５ 中 ６ やや難�
� 71 耐倒伏性 ７ 強 ７ 強 ６ やや強�
� 72 脱粒性 ７ 難 ７ 難 ７ 難�
� 73 地上部全重 ５ 中 5 中 ５ 中�
� 74 いもち病抵抗性推定遺伝子型 1-0 ＋ 1-0 ＋ 1-1 　　�
� 75 穂いもちほ場抵抗性 ４ やや弱 ５ 中 ５ 中�
� 76 葉いもちほ場抵抗性 ４ やや弱 ４ やや弱 ５ 中�
� 78 白葉枯病ほ場抵抗性 ４ やや弱 ４ やや弱 ５ 中�
� 79 しま葉枯病抵抗性品種群別 １ 日本水稲型（＋） １ 日本水稲型（＋） １ 日本水稲型（＋）�
�
 　　【特性グループ３】�
�  草型 ３ 穂重 ３ 穂重 ３ 穂重�
  玄米：外観品質 ５ 中中 ５ 中中 ５ 中中�
�  食味（餅） ６ 中上 －  ６ 中上�
Pia
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付表２　指定種苗品種特徴表示に基づく品種特性�
　　　　表示基準�
　品種名（育成場所）　夕やけもち（東北農業研究センター）�
 栽培適地 東北中部以南�
 用　途 食用（着色米飯）、加工用（餅、醸造酒等）�
 早晩性 早生の晩�
 稈　長 短�
 草　型 穂重�
 耐倒伏性 強�
 耐冷性 強�
 いもち病 やや弱�
 白葉枯病 やや弱�
 縞葉枯病 無�
 玄米のみかけの品質 中（糯）�
 栽培上の注意 一般品種に混入しないように注意す�
  る。いもち病常発地帯での栽培は避�
  け、適正施肥、適期防除に努める。�
